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ポストコロナ社会における「企業価値」の探索
~日本企業への提言「ポストコロナ社会の企業価値向上戦略」~

調査・研究

日本企業への応援提言

ポストコロナ社会の
企業価値向上戦略

■社会的価値（E・S・G）
のうち、重要視される
事象

■社会的価値の測定方法
■経済的価値と
社会的価値の関係分析

■ポストコロナ社会の姿
と企業の収益性の変化
の予測
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国内初の大規模360°ステークホルダー調査
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背 景

◆コロナショックが発生
■社会の企業に対する評価
・「社会的価値」をより重視。

■企業の状況
・収益環境が悪化。
・「社会的価値」を重視した
活動が後退する可能性。

◆このようなGAPを埋め、
社会的価値を重視した
企業活動の機運を高める
必要がある。

○欧米に続き、日本企業においても、ESG・SDGsなどの「社会的価値」（貢献）を重視した事業活動が増加傾向。
○しかし、それらの活動が「経済的価値」（利益）につながることを投資家等に説明しきれず、ジレンマに。
○さらに、コロナショック発生。企業に対する社会の評価と、収益悪化傾向の企業の状況の間にGAPが発生。
○そこで、企業の社会的価値への機運を高めることを目的に、企業の全ステークホルダーへの360度調査及び
実証分析・社会的価値の測定方法の開発、AIによる将来シミュレーションなどを行い、次の①-④を含む、
日本企業への提言「ポストコロナ社会の企業価値向上戦略」を作成し公表する。
①社会的価値（E、S、Gに関する項目）のうち重要視される事象 ②社会的価値の測定方法
③経済的価値と社会的価値との関係分析 ④ポストコロナ社会の姿と長期的な企業の収益性の変化の予測
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